
気道異物除去法の流れ
傷病者の発生

②心肺蘇生法を行う。

②呼び掛けに反応はあるか

⑤背部叩打法を実施する。

・背中の真ん中を連続して強く叩いて異物を吐き出させる。

⑥腹部突き上げ法を実施する。

・背後から傷病者の上腹部を圧迫して異物を吐き出させる。

※乳児や妊婦には腹部突き上げ法を行わないこと

・異物が取れるか、反応が無くなるまで続ける。

③声を出すことができるか

YES NO

①何を詰まらせたか

(発生状況の確認)

④咳を出来るだけ続けさせ、

異物を吐き出させる。
NO

YES

・異物が出ない

・声が出せなくなった

⑦心肺蘇生法を行う。⑦傷病者の楽な姿勢を取らせる

反応が無くなった異物が除去できた


